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1.な ぜ,「 自然水で の 『泳 ぎ』」なのか
我が 国では,水 難事故 に よって尊い人命 が失 われ る事例 が後 を絶 たない.直 近10年 間に
お ける水死者数 は約800～1200人で推移 してい る.警 察庁の統計 によれ ば,平 成22年 中の
我が 国の水難事故発 生件数 は1,573件に上 ってお り,こ の うち中学生以 下の子 どもが349人
含 まれ る.
水難事故 の特徴 の一っ に,行 為別死者数 の割 合が ある.「魚 釣 り」31.2%,「通行 中 ・陸上
にお け る遊戯 スポー ツ中」16.8%,など"着 衣 のまま"で 水難 に遭 う場合 が多 く,意 外 にも
水着で遊泳 してい ると考 えられ る 「水泳 中」 は13.1%と比較的少 ない.(デ ー タは全 て平成
22年中)
こ うした状況 を背 景に,学 校教育現場 では水難事故対策 の一環 として,服 を着 たままプー
ルで泳 ぐ"着 衣泳"学 習 を行 う学校が増加 してい る.着 衣泳 は,服 を着 たままふ いに水 中に
身 を投 げ出 され た場合 の対処方法 を実際 に経験 させ る事 が 目的で あ り,「浮 き身」 「呼吸の確
保」「移動方 法」な どを指導内容 とす る場合 が多 い.近 年 は,我 が国の着衣泳 学習の ファウン
ダーで ある東京都 立大学の荒木氏 らによる一般 向け好 著な どの功績で,教 育現場 のみな らず
一般 に もかな り浸透す る学習法になってい る.実際,福井大学の学生 を対象 とした調査 では,
43.1%の者 が小学校 期 に着衣泳 を経験 し,実 施場所 は,プ ールが100%で あった.プ ール で
行 う着衣泳学習 は,水の流れのない運河 な どの静水 を想 定 した対 処法 と し大変有意義で ある.
しか し,少 な くとも下記 の二点において工夫 ・改善 の余地 がある.
①我 が国の水難事故 は,河 川や海 な どの 自然水 で発 生す る割合 が圧倒 的に高 く(89.3%),静
水で あるプール での発生 率はわずか0.7%である こと.さ らに,子 どもに限れば44.9%もの
割合で 自然水 である河川 において(大人 は29.2%)水死 してい るこ と.こ うした現実 に対応 す
る必要 がある.
②従来 のプール での着衣 泳学習は,"対処 方法"と して 「ペ ッ トボ トル を用 いて浮 く」 「浮 き
身姿勢 での呼吸確保 」な どを指導す る.これ らは,ヨー ロ ッパ諸 国に比べ一般 に流れ の速 い,
我が 国の河川 での水難 にはな じま ない.我 が国の 自然水 での水難 を想定す るな らば,も とも
と自然水 での泳 ぎを意 図 した立 ち泳 ぎや横泳 ぎな どの 日本伝 統泳法 を身 にっ ける ことや,自
然水が危険 であ ることを安全 に学習 させ,未 然 に事故 を防 ぐ"原 因療法"と しての効果 を求
めるこ とが重要 とな る.
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2.「自然水 での 『泳 ぎ』」 に至 る経緯
人 々の野外活 動への関心の高ま りと共 に,自然水 での事故 が社会 問題化 してい る.そこで,
中学生 を対象 に,河 川 での遊泳 に関す る調査 を実施 した.
結果 は,「将来河川 で遊泳 を希望す る生徒 」は男子で73.1%,女子 で44.1%であった.し
か し,小 中学校 では河川での遊泳 を禁止 してい るた め,豊 か な経験 を積 むべき この時期 に,
河川 での遊泳 を一度 も していない生徒が70.3%に上った.こ のこ とが,自 然水 と生徒 との 関
係 を真剣 に考 え るきっか けの一端で ある.(詳細 は,地 域河川 を利用 した教材化 に関す る実践
的研 究(H)一 地域環境 の実情 に応 じた 「着衣泳 」の学習 計画の作成 一,稲 垣 良介 ・城 後豊
(1998),日本 野外 教育学会第1回 大会抄録集,34-35.)
現在,教 育現場で は,自 然水 が危 険 とい う理 由か ら,地 域 の河川 にお いて児童 ・生徒 に対
して"遊 泳禁止"な どの方策 を示す ことが多い.し か し,自 然水 の危 険性 を理解せ ぬまま成
長す る児童 ・生徒 らが,将 来の水難予備 軍 と成 り得 る ことを 自省 すべ きで ある.
我 が国で初 めて地域河川 を利 用 した着衣泳学習 を行 ったのが1996年で ある.具体的には,
1時間 目オ リエ ンテーシ ョン,2・3時間 目プール での着衣泳授 業,4・5時 間 目地域河川 での














・安全な行動を実際の活動 を通 して理解 させ る.
学習内容 ① 着衣 での浮 き身 ②着衣 での移動(クロール ・エ レメンタ リーバ ックス トロー ク ・平泳 ぎ)③ 水中での脱衣
目標






目標 ・河川での着衣泳 より自然水の危険性を体験的に理解 させる.
学習内容 ①河川での伏し浮き ②水中の歩行 ③救助体験
授業後 の感想 を分析 した結果,水 難 の4つ の原 因(水温,流 速,河 床,水 深)について,体
験 を通 して学習者 が見事 につかみ取 ってい くこ とが明 らかになった.(表2.詳 細 は地域河川







水温 110(18.1%)思った より川 は冷 たい 手足が固まるほ ど冷たい
河川の危険性 85(14.0%)遊び心だけでは危険 気持ちがいいが危険
流速 80(13.1%)川の流れは速い 流 されそ うになる
救助法 76(12.5%)川 に適 した方法 を知 る 竿でも助 け られ る
河床 30(4.9%)石 で歩きにくい 足元に注意 して歩 く
動きにくさ 25(4.1%)思 うよ うに動 けない 服が邪魔で上れない
水深 24(3.9%)足がつかな くて不安 深 くてぞっとす る
落ち着き 23(3.8%)本番では冷静になる 冷静な判断が必要
流れに逆 らった泳ぎ 22(3.6%)流れ に逆 らって泳 がない 逆に泳 ぐのは難 しい
プール との違い 21(3.4%)プールは安全だ プール よ り実践的だ
楽 しさ 19(3.1%)ものす ごく楽 しかった 気持 ちよかった
城後豊(2002),体育科教 育学研 究第19
(1),14-20.)これ らは,プ ール での着衣
泳学習後 にはみ られ ない.即 ち,プ ール
での着衣泳 が水難 に対 して対処療法 的で
あるのに対 して河川 でのそれ は原 因療 法
的で あ るこ とを示す.水 難 の原 因別発 生
状況(図1)は,水 深,流 速,河 床,水
温 と直結す る(表3).ま た,① 水難 時に
図1原 因別発生状況
は着衣 のまま呼吸確保 す る能力 が重要
性 なこ と.② 呼吸確保 には水深が深い場合,カ エル足
を利用 した立 ち泳 ぎが有効 であ るこ と.③水難 時の移
動方法 には近代4泳 法(クロール,平 泳 ぎ他)でな く,
常 に水 面か ら顔 が出 る状態 で あ る横 泳 ぎが有効 であ
り,カ エル 足が重要な要素 となるこ と.④ 指 導内容 に
は,立 ち泳 ぎや横泳 ぎ等 の 日本泳法 を採用す るこ とで,
河川 で の親水 活動 が よ り豊 か な ものに な る こと等 の








荒木昭好 ・野沢巌編著 「着衣泳実技 トレーニング」山海堂 他
資料1福 井 県にお ける水難
過去5年(H17～21)
水難者数 …163人 発生件数 …145件
死者 …76人 負傷者 …46人
資料2水 難事例(福 井県)
三国町 魚釣 り中,誤 って堤防か ら九頭竜川 に転落.男 性17歳 負傷
永平寺町 魚釣 り中,増 水 に よ り九頭 竜川 中州 に取 り残 され る.男 性13歳 無 事
越前市 金属製パ イプか ら誤 って道 口川 に転落.女 性8歳 死 亡
大野市 キャンプ中,深 みにはまって溺れ る.九 頭竜川.12歳 女性 負傷
大野市 九頭竜川 が増水.対 岸 に泳 ぎ着 けず防災ヘ リで救助.13歳 女性 無事
大野市 激流 を泳 ぎだ し,戻 れず防災ヘ リで救助.24歳 男性 負傷
資料3場 所別水死者数
全体 中学生以下
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